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今
月
の
主
な
内
容

土砂災害警戒区域等の指定に関する住民説明会開催

平成２３年度町県民税及び
平成２２年分所得税の申告相談の日程について

４月に長野県議会議員一般選挙と
立科町長・立科町議会議員一般選挙が行われます

南天

February

Ｐ２～３

……Ｐ4

… Ｐ6

１月１１日（火）立科町消防出初式
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県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、
住
民
の
皆
様
の
生

命
を
土
砂
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
被
害
を
受

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
の
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
調
査
の
結
果
及
び
法
律
に
基
づ
い
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及

び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
内
容
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

都
道
府
県
知
事
は
、
市
町
村
長
の
意

見
を
聞
い
た
上
で
、
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
を
「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
」
に
、
そ
の
中
で
も
住
民
に
大
き
な

被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
に
指
定

し
ま
す
。

こ
ん
な
場
所
が

区
域
指
定
の
対
象
と
な
り
ま
す

○
開
催
日
時
　
２
月
15
日
（
火
）
午
後
７
時
か
ら

開
催
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

対
象
地
区
　
東
部
地
区
・
西
部
地
区

○
開
催
日
時
　
２
月
17
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら

開
催
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

対
象
地
区
　
南
部
地
区
・
茂
田
井
地
区

※
ご
都
合
が
悪
い
場
合
に
は
他
地
区
の
説
明
会
に
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
に
警
戒
区
域
が

指
定
さ
れ
る
の
で
す
か

がけ崩れ

＊傾斜度が30度以上である土地が
崩壊する自然現象

土石流

＊山腹が崩壊して生じた土石等又
は渓流の土石等が水と一体とな
って流下する自然現象

地滑り

＊土地の一部が地下水等に起因し
て滑る自然現象又はこれに伴って
移動する自然現象

土砂災害警戒区域の指定土砂災害警戒区域の指定
〈土砂災害のおそれがある区域〉〈土砂災害のおそれがある区域〉
土砂災害警戒区域の指定
〈土砂災害のおそれがある区域〉

土砂災害特別警戒区域土砂災害特別警戒区域
〈建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれがある区域〉〈建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれがある区域〉

土砂災害特別警戒区域
〈建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれがある区域〉

◆

開
催
日
時
及
び
会
場

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
関
す
る

住
民
説
明
会
の
開
催
に
つい
て
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建築物の構造規制
居室を有する建築物は、作用すると想定される衝撃等に対し

て建築物の構造が安全であるかどうか建築確認がされます。
【建築主事を置く地方公共団体】

警戒避難体制の整備
土砂災害から生命を守るため、災害情報の伝達や避難

が早くできるように警戒避難体制の整備が図られます。
【市町村】

建築物の移転勧告
著しい損壊が生じるおそれのある建築物の所有者等

に対し、移転等の勧告が図られます。
【都道府県】

特定の開発行為に対する許可制
住宅宅地分譲や災害時要援護者関連施設の建築のため

の開発行為は、基準に従ったものに限って許可されます。
【都道府県】

警
戒
区
域
で
は

特
別
警
戒
区
域
で
は
さ
ら
に

庶務係

お問い合わせ先

土砂災害から身を守るために、「日頃の備え」と「早めの避難」を心がけましょう。

長野県建設部砂防課
〒380-8570 長野市大字南長野字幅下 692-2
電話 026-235-7316　FAX 026-233-4029
E-mail:sabo@pref.nagano.jp

長野県佐久建設事務所
〒384-0301　佐久市臼田 2015
電話 0267-82-8272　FAX 0267-82-7400
E-mail:sakuken-seibi@pref.nagano.jp
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平
成
23
年
度
町
県
民
税
及
び

平
成
22
年
分
所
得
税
の
申
告
相
談
の

日
程
に
つい
て

役
場
で
の
相
談
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次
の

日
程
で
ご
来
庁
い
た
だ
き
、
対
象
日
に
都
合
が

つ
か
な
い
と
き
は
、
な
る
べ
く
早
期
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
年
も
２
月
27
日
と
３
月
13
日
の
２

回
、
日
曜
の
相
談
日
を
設
け
ま
し
た
が
、
混
雑

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
時

間
に
相
談
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
待
ち
時
間
が

長
く
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

平
日
の
来
庁
が
可
能
な
方
は
、
で
き
る
だ
け

平
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
会
　
　
場
　
役
場
３
階
大
会
議
室
　

○
相
談
時
間
　
午
前
は
９
時
か
ら

午
後
は
１
時
30
分
か
ら

○
受
付
時
間
　
当
日
午
前
７
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
土
曜
日
・
相
談
日
以
外
の
日
曜

日
は
閉
庁
日
で
す
）

当
日
の
受
付
用
紙
に
、
目
安
と
す
る
相
談
開

始
時
間
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
空
い
て
い

る
時
間
の
欄
に
名
前
を
記
入
し
、
時
間
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
希
望
す
る
時
間
に
空
き
が
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

※
電
話
で
の
受
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
受
付
場
所

午
前
８
時
20
分
ま
で
は
役
場

正
面
玄
関
で
行
い
、
そ
れ
以
降
は
大
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

※
所
得
税
以
外
の
国
税
（
消
費
税
・
贈
与
税
な

ど
）
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
佐
久
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
過

日
配
付
し
て
お
り
ま
す
「
平
成
23
年
度
町
県
民

税
及
び
平
成
22
年
分
所
得
税
の
申
告
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
務
係

月　日 対 象 地 区
2月 16日 ㊌ 野方

17日 ㊍ 古町、姥ヶ懐、中尾、美上下
18日 ㊎ 町
21日 ㊊ 和子、赤沢、中原
22日 ㊋ 大城、日向
23日 ㊌ 桐原
24日 ㊍ 細谷
25日 ㊎ 藤沢、蟹原
27日 ㊐ 平日の来庁が困難な方(全地区)
28日 ㊊ 塩沢

月　日 対 象 地 区
３月 1日 ㊋ 西塩沢

2日 ㊌ 茂田井　西町、田町
3日 ㊍ 茂田井　仲町、東町
4日 ㊎ 外倉
7日 ㊊ 牛鹿、柳沢、五輪久保、虎御前
8日 ㊋ 蟹窪、日中
9日 ㊌ 大深山、立石、石川

10日 ㊍ 真蒲、平林
11日 ㊎ 上房、山部、滝神
13日 ㊐ 平日の来庁が困難な方(全地区)
14日 ㊊ 蓼科
15日 ㊋ （申告書の受領のみ）

申告相談日程

当
町
で
は
農
家
人
口
の
減
少
に

加
え
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
鳥

獣
害
被
害
な
ど
に
よ
り
、
農
家
の

生
産
意
欲
の
低
下
と
遊
休
農
地
の

増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
こ
の
課
題
に
柔
軟
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
組
み
が
で
き
る

「
農
業
所
得
の
向
上
と
町
振
興
を
め

ざ
し
た
法
人
」
の
設
立
に
つ
い
て

調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
、

法
人
で
行
う
事
業
や
経
費
な
ど
に

つ
い
て
の
調
査
や
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

仮
称「
立
科
町
農
業
振
興
法
人
」

設
立
調
査
室
を
開
設
し
ま
し
た

町
づ
く
り
推
進
係
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【
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
】

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
、
仮
に
加
入
者
・
受

給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
80

歳
ま
で
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老

齢
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡

一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
税
制
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
】

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節

税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
農
業
の
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す
】

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
な

ど
、
農
業
の
担
い
手
と
な
る
方
に
は
、
国
か
ら

最
高
月
額
１
万
円
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
農
業
委
員
会
（
役
場
農
林
係
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

安
心
で
豊
か
な
老
後
を

送
る
た
め
に

～
農
業
者
年
金
について

～

【
公
的
な
年
金
制
度
で
す
】

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
あ
る
農
業
者
が
、
よ
り
豊
か
な
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

【
加
入
で
き
る
人
】

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
は
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
、
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま

す
。

【
保
険
料
の
額
】

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で

千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

庶
務
係

農
業
委
員
会
事
務
局(

農
林
係)

統
一
標
語
　

「
消
し
た
か
な
」
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
　

３
月
１
日（
火
）～
７
日（
月
）

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候

と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
よ
り
一
層
の
火
災
予
防
に
努
め
、
死

傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、
火
災
予

防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

～
３
つ
の
習
慣
と
４
つ
の
対
策
～

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。
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選
挙
管
理
委
員
会
（
庶
務
係
）

農
林
係

環
境
保
健
係

【
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

告
示
日

４
月
１
日
（
金
）

投
票
日

４
月
10
日
（
日
）

期
日
前
投
票
期
間

４
月
２
日
（
土
）
か
ら

４
月
９
日
（
土
）
ま
で

【
立
科
町
長・立
科
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

告
示
日

４
月
19
日
（
火
）

投
票
日

４
月
24
日
（
日
）

期
日
前
投
票
期
間

４
月
20
日
（
水
）
か
ら

４
月
23
日
（
土
）
ま
で

詳
し
く
は
、
広
報
た
て
し
な
３
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

立
科
町
長
・
立
科
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
３
月
18
日
（
金
）
午
後
２
時

○
場
　
所
　
役
場
　
大
会
議
室

町
で
は
、
公
共
事
業
や
国
土
調
査
の
成
果
に

よ
り
非
課
税
扱
い
と
な
っ
て
い
る
公
共
用
地
の

所
有
権
移
転
登
記
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
公
衆
用
道
路
、
用
悪
水
路
等
と
し
て

整
備
さ
れ
、
個
人
名
義
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

公
共
用
地
に
つ
い
て
、
立
科
町
名
義
へ
の
所
有

権
移
転
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
土
地
で
相
続
登
記
や
交
換
等

の
所
有
権
移
転
登
記
が
済
ん
で
い
な
い
土
地
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

民
法
１
７
７
条
で
は
「
不
動
産
に
関
す
る
物

権
の
得
喪
及
び
変
更
は
、
不
動
産
登
記
法
そ
の

他
の
登
記
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

従
い
、
そ
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
電
話
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
記
全

般
と
相
続
に
つ
い
て
お
困
り
の
際
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
用
電
話
で
司
法
書
士

が
直
接
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◎
登
記
・
相
続
１
１
０
番
　
　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

専
用
番
号
　
０
２
６
（
２
３
２
）
９
１
１
０

当
町
で
は
依
然
と
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
カ

モ
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
業
被
害
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
日
程
に
よ
り
町
内
全
域
の
山

林
で
銃
器
に
よ
り
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

入
山
さ
れ
る
場
合
は
目
立
つ
服
装
に
よ
り
入
山

し
ま
し
ょ
う
。

○
捕
獲
実
施
日
　
２
月
19
日
（
土
）
か
ら

３
月
27
日
（
日
）
ま
で

※
こ
の
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は
重
点
的
に
実

施
し
ま
す
。

○
捕
獲
時
間
　
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
捕
獲
区
域
　
立
科
町
内
の
山
林

◎
公
共
用
地
の
登
記
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
先
　
役
場
庶
務
係

公
共
用
地
の
所
有
権
移
転
登
記

協
力
の
お
願
い

４
月
に

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
と

立
科
町
長・立
科
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

庶
務
係

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
施
に
つ
い
て

病
気
や
け
が
で
血
液
を
必
要
と
す
る
患
者
さ

ん
は
、
皆
様
の
善
意
に
よ
る
無
償
の
献
血
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
献
血
率
低
下
に

伴
い
高
齢
化
に
よ
る
血
液
需
要
の
増
加
が
救
命

医
療
に
重
大
な
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
幅
広
い
年
代
層
に
よ
る
献
血
の
協
力
体

制
が
必
要
で
す
。

輸
血
医
療
を
支
え
る
重
要
な
世
代
で
あ
り
ま

す
10
代
20
代
の
方
を
は
じ
め
、
69
歳
ま
で
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
日
　
　
程
２
月
15
日
（
火
）

○
受
付
時
間
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

○
会
　
　
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　

機
能
訓
練
室

○
持
ち
物

献
血
カ
ー
ド
（
手
帳
）
、
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の

献
血
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
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通交 安全

立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

町ぐるみ

地域の安全は
地域で守る

ワ
ン
ワ
ン

パ
ト
ロ
ー
ル
員
募
集
！

掛
　
　
金
　
１
人
５
０
０
円
（
年
額
）

共
済
期
間
　
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日

万
一
に
備
え
て
　

東
信
地
区
交
通
災
害
共
済

自
動
車
や
自
転
車
等
の
運
行
中
に
お
け
る
交

通
事
故
（
接
触
、
衝
突
、
転
落
等
）
に
よ
り
ケ

ガ
を
し
た
場
合
に
対
象
と
な
り
、
通
院
又
は
入

院
日
数
に
応
じ
て
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

〈
治
療
実
数
日
（
入
通
院
合
算
）
が
４
日
以
上

か
ら
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
〉

２
月
か
ら
３
月
に
各
地
区
の
交
通
安
全
推
進

指
導
員
さ
ん
を
通
じ
、
平
成
23
年
度
分
の
加
入

を
推
進
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
の
際
の
資

料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
ご
家
族
全
員
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
交
通
指
導
所
の
開
設
】

12
月
13
日
（
月
）

佐
久
警
察
署
川
西
庁
舎
前

運
転
者
に
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

徹
底
、
ス
リ
ッ
プ
注
意
や
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

な
ど
を
呼
び
か
け
、啓
発
物
を
配
布
し
ま
し
た
。

【
交
通
安
全
・
防
犯
街
頭
活
動
】

12
月
17
日
（
金
）
権
現
の
湯

交
通
安
全
協
会
と
防
犯
組
合
の
合
同
で
、
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
年
末
は
飲
酒
の
機
会

が
多
く
、
飲
酒
運
転
が
心
配
さ
れ
る
た
め
「
飲

酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
」
や
、
車
上
狙

い
が
心
配
さ
れ
る
の
で
「
ド
ア
ロ
ッ
ク
の
確
認

や
、
貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
」
な

ど
を
来
客
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

年
末
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
諸
行
事

【
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
活
動
】

12
月
17
日
（
金
）
千
草
保
育
園

保
護
者
に
対
し
ベ
ル
ト
着
用
の
呼
び
か
け
、

正
し
い
着
用
方
法
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
設
置
状
況
は
半
数

以
上
の
車
に
取
付
け
が
な
く
、
非
着
用
の
危
険

性
を
理
解
し
て
い
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
は
、
小
さ
な
同
乗

者
に
対
す
る
大
人
の
責
任
で
す
。
忘
れ
ず
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

【
飲
酒
運
転
防
止
啓
発
】

12
月
21
日
（
火
）
町
内
飲
食
店
巡
回

飲
酒
運
転
を
し
た
人
だ
け
で
は
な
く
、
「
お

酒
を
提
供
し
た
人
」
「
車
を
提
供
し
た
人
」

「
同
乗
し
た
人
」
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。
自
分
と

家
族
の
た
め
に
も
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
街
頭
啓
発
】

12
月
22
日
（
水
）
ツ
ル
ヤ
立
科
店

夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
反

射
材
を
配
布
し
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

立
科
町
防
犯
組
合
で
は
、
ワ
ン
ワ
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
員
と
し
て
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
普
段
の
犬
の
散
歩
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
と
き
に
周
り
に
ち
ょ
っ
と
気
を

配
り
な
が
ら
、
不
審
な
人
物
、
車
な
ど
を

見
か
け
た
ら
メ
モ
に
残
し
て
警
察
に
通
報

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
の
安
全
や
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か

ら
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
申
込
み
先

立
科
町
防
犯
組
合
（
事
務
局
庶
務
係
）

庶務係
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３月１日から８日は
「女性の健康週間」です！

保 健 ニ ュ ー ス

女性の体調は女性ホルモンの分泌と深い関係にあり
ます。思春期・成熟期・更年期・高齢期と女性ホルモ
ンの働きを軸として身体が変化し、それに伴って起こ
りやすくなる健康トラブルも変わっていきます。

女性の体の基礎知識

女性がうつ病になる率は、男性の2倍といわれてい
ます。月経周期や出産前後、閉経前後は女性ホルモン
の分泌量の変化によって心も不安定になりがちです。
これに加えて妊娠や育児、介護や死別、将来への不

安などライフスタイルの変化からくるストレスもうつ
を引き起こすきっかけとなります。ときに落ち込み、
何をやっても楽しくない、何もする気が起こらない、
こういったことは誰にでも起こりますが、大抵一時的
なものです。こうした状態が長く続く場合は、うつ病
の可能性も考えられます。

女性ホルモンの変動でこころも変わる

①１日３食　腹八分目
健康な食事は１日３食が基本。主食・主菜・副菜

でバランスよく食べましょう。

②頑張りすぎず　こまめにストレス解消
息抜きの時間や余暇を楽しみましょう。毎日の生

活に笑いをプラス。

③運動はこころと体に効果あり
心地よい疲労が感じられる程度の軽い運動を習慣

にしましょう。ストレスへの対応力のアップと気持
ちをすっきりさせる効果があります。

④夜更かしせずに　早く寝る
体とこころをしっかり休めましょう。

いつまでも輝き続けるために、
こころと体のバランスを整えるヒント

・乳房のふくらみや子宮の発達など女性らしい体を
つくる

・妊娠し胎児が育ちやすい子宮環境をつくる
・脳神経系の働きを良くする
・骨量を減らさないようにする
・コラーゲンやヒアルロン酸を増やす
・悪玉コレステロールの増加を抑える
・免疫力を保つ
・肌や粘膜の潤いを保つ
・心を安定させる脳内物質のセロトニンを増やす各ライフステージで起こりやすい健康トラブル（例）

女性ホルモンの主な働き

2項目以上が 2週間以上ほとんど毎日続
き、つらい気持ちになったり、生活に支障
が出ている場合は、医療機関等に相談しま
しょう。

□毎日の生活に充実感がない

□これまで楽しんでやっていたことが
楽しめなくなった

□以前は楽にできていたことが、今は
おっくうに感じられる

□自分が役に立つ人間だと思えない

□訳もなく疲れたような感じがする

環境保健係

うつ病
セルフチェック
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平成22年度 公民館生涯学習講座 立科町合併55周年記念事業

「55thたてしな探検隊・すずらん学級」開催中！
ゴーゴー

生涯学習講座すずらん学級では、学級の運営委員の皆様と共に、立科町がもつ特有
の地域素材（歴史・文化・自然等）を多角的に捉

とら

え、さまざまな教室を予定し皆様の
参加を心よりお待ちしております。

なお、運営計画は講師の都合等により、日程や内容、開催場所等を一部変更する場
合があります。広報、有線放送、行政チャンネルを通じてご案内しますので、ご確認
の上参加をお願いします。

第
21
回
　
冬
の
映
画
鑑
賞
会

日
時

２
月
22
日
（
火
）

午
前
の
部
　
10
時
～
12
時
10
分

午
後
の
部
　
１
時
30
分
～
３
時
40
分

場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

映
画

「
剣
岳
　
点
の
記
」

内
容

明
治
時
代
末
期
、
陸
軍
参
謀
本
部
陸

地
測
量
部
（
現
在
の
国
土
地
理
院
）
に

よ
っ
て
実
際
に
北
ア
ル
プ
ス
・
立
山
連

峰
で
行
わ
れ
た
山
岳
測
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
扱
っ
た
話
題
作
。
日
本
地
図
を
完

成
さ
せ
る
た
め
に
信
念
と
勇
気
を
も
っ

て
困
難
な
山
岳
測
量
に
取
り
組
ん
だ
男

た
ち
を
描
い
た
作
品
で
す
。

今
後
の
教
室
開
催
予
定

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

入
場
無
料
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
開
場

午
後
１
時
30
分
開
演

場
　
所
　
上
田
市
丸
子
文
化
会
館

セ
レ
ス
ホ
ー
ル

出
　
演
　
立
科
小
学
校
５
・
６
学
年

立
科
小
学
校
管
楽
器
ク
ラ
ブ

立
科
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ

立
科
中
学
校
吹
奏
楽
部

蓼
科
高
等
学
校
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

JA
Z

Z
C

A
N

D
Y

 from
 

蓼
科
高
等
学
校
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

主
　
催
　
立
科
町
教
育
委
員
会

日
　
程
　
　
２
月
25
日
（
金
）
か
ら

２
月
27
日
（
日
）
の
３
日
間

時
　
間
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
　
所
　
　
ふ
る
さ
と
交
流
館
「
芦
田
宿
」

小
学
校
低
学
年
の
生
活
科
や
３
年
生
か
ら
中

学
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
地
域
特

有
の
素
材
を
活
用
し
て
学
ん
だ
成
果
を
模
造
紙

等
に
ま
と
め
て
展
示
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
公

開
す
る
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の

学
校
生
活
の
様
子
が
う
か
が
え
る
興
味
深
い
内

容
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

立
科
町
学
校
合
同

コ
ン
サ
ー
ト
Vol.
３

教
育
委
員
会
よ
り

子
育
て
教
育
係

総
合
的
な
学
習
の

時
間
発
表
展
（
小
・
中
学
校
）

社
会
教
育
係

☆
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同和問題について考える

○同和問題は過去のこと？

人権センター通信
このマークは、㈶人権教
育啓発推進センターが実
施する人権啓発活動のシ
ンボルマークです。

◆ ひ ろ げ よ う 人 権 ◆

誰もが幸せに人間らしく生きられること、それが
人権です。私たちは、人種、性別、出身、職業、年
齢などに関係なく、すべての人が人間として尊重さ
れる社会を築いていかなければなりません。

しかし、日本には古くから、日本固有の大きな人権
問題「同和問題」があり、長年、解決に向けて取り組ん
できたことによって、環境や生活実態などの面では成
果はあがっているものの、結婚差別やインターネット
掲示板への差別的な書き込みが増加しているなど、依
然として問題は後を絶たず、社会にひそむ差別意識の
解消が課題として残されています。

最近では、昨年 11 月、長野市の公的施設のトイレ
において、部落出身であることをさげすむ実名入り
の落書きが発見され、また、同市の清掃センター職
員に対し卑劣な差別発言を繰りかえす事件が起きる
など、悪質な行為として 2 件の報告も寄せられてい
ます。（「解放新聞」長野版より）

インフォメーション) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) )

演題　「人生の締めくくりを自分らしく」
～命の尊厳や生前準備について考える～

講師 小川和子さん（NPO 法人ライフサポート
センター事務局・介護福祉士）

日時 2 月 23 日（水）
午後 1 時 30 分～3 時 30 分

場所 老人福祉センター 集会室
内容 どんな人にも平等に訪れる最期のときをどう

生き、どう締めくくりたいか･･･
相続や遺言、リビングウィル、最近の葬儀事
情などの話に耳を傾けながら、ちょっと違う
角度から生き方を考える講演会です。

人権センター（人権政策推進係） 電話56-0059（直通） 有線5936

○正しく知ることが大切
「わざわざ寝た子を起こすことはない」「放って

おけば差別は自然になくなるのではないか」という
意見があります。「ひとごと」としてなるべく触れ
ないようにしようと考える人もいるようです。本当
にそれでいいのでしょうか。

差別をなくすためには、私たち一人ひとりが同和
問題を正しく理解することが大切であり、問題を解
決することは、まず問題をよく知ることから始まる
はずです。普段から正しい知識を身につけていれ
ば、いざ問題に出会ったときに正しく対応すること
ができます。

同和問題は、決して過去の問題ではなく、いまだ
に残る差別意識を解消するために、私たち一人ひと
りが自らの課題として取り組むべき、身近で、重要
な人権問題の一つなのです。

入場無料

「ひと・いのち・くらし講演会」
のお知らせ

日時　2 月 17 日（木）午後 7 時
場所　人権センター
内容　男女共同参画に関する DVD を鑑賞

し、共に語り合いましょう。
主催　立科町男女共同参画推進委員会

ふれあいサロンたてしな開催します
冬の夜長の映画会

「正月用寄せ植え教室」12 月 22 日開催

開催
しました
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「学力世界一」の願いと「絶滅危惧
きぐ

種」という
衝撃的な実態との間にある大きなギャップ

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後 1 時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館又は小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

経
済
協
力
開
発
機
構［
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
］が
、平
成
二
十

一
年
に
実
施
し
た「
第
四
回
国
際
学
習
到
達
度
調
査

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）」の
結
果
を
報
ず
る
昨
年
十
二
月
八

日
・九
日
の
新
聞
六
紙
を
読
み
比
べ
て
み
ま
し
た
。

新
聞
各
紙
を
読
み
比
べ
た
理
由
は
、平
成
十
五
年

の
同
調
査
で
、「
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー（
応
用
力
）」

が
、平
成
十
二
年
の
一
位
か
ら
六
位
に
後
退
し
た
こ

と
、そ
し
て
、同
じ
年
に
実
施
さ
れ
た「
国
際
数
学
・

理
科
教
育
動
向
調
査-

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
」（
国
際
教
育
到

達
度
評
価
学
会
実
施
）の
結
果
も
低
下
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア

ッ
プ
し
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、さ
ら
に
低
下
傾
向
を

示
し
た
前
回（
平
成
十
八
年
）の
報
道
も
、一
段
と
加

熱
し
た
印
象
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。

今
回
の
新
聞
報
道
も
、各
紙
が
予
想
以
上
の
ス
ペ

ー
ス
を
割
い
て
、低
下
傾
向
に
あ
っ
た
日
本
の
子
ど

も（
十
五
歳
対
象
）の
学
力
が
、初
め
て
上
昇
に
転
じ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代
表
が
Ａ

新
聞
で
、一
面（
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
）、二
面
、三
面（
社

説
）、二
十
七
面
、そ
し
て
、三
十
九
面
と
、五
ペ
ー
ジ

に
わ
た
っ
て
関
連
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
各
紙
と
も
、こ
の
よ
う
な
膨
大

ぼ
う
だ
い

な
ス
ペ
ー
ス
の

中
で
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
学
力
調
査
に
全
く
無
関
心
な
西

欧
諸
国
の
様
子
、上
位
を
占
め
た
上
海
や
韓
国
に
お

け
る
学
校
教
育
の
実
態
、そ
し
て
、海
外
の
調
査
に

影
響
さ
れ
る
日
本
の
教
育
施
策
に
対
す
る
批
判
な

ど
、報
道
の
客
観
性
と
公
正
さ
を
感
じ
さ
せ
る
記

事
を
載
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、順
位
競
争
に
区
切

り
を
つ
け
、学
習
意
欲
の
低
さ
や
学
力
最
下
層
の
多

さ
、読
書
の
少
な
さ
な
ど
の
課
題
に
目
を
向
け
、そ

の
原
因
分
析
や
対
策
に
大
き
な
視
点
か
ら
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
、と
い
う「
社
会
の
木
鐸

ぼ
く
た
く

」に
ふ

さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
論
評
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、新
聞
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

異
な
り
ま
す
が
、今
回
の「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
報
道
」も「
学
校

も
教
師
も
、も
っ
と
頑
張
れ
。
も
っ
と
も
っ
と
頑
張

れ
る
。」と
い
う
扇
動
的
な
論
調
が
主
流
で
あ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
各
紙
面
に
は
、「
日
本
読
解

力
八
位
に
改
善
」「
日
本
、依
然
多
い
下
位
層
」「
新
聞

読
む
ほ
ど
高
学
力
」「
ゆ
と
り
修
正
効
き
目
」「
読
解

力
改
善
文
科
省
ホ
ッ
」「『
八
位
』で
手
綱

た
づ
な

を
緩ゆ

る

め
る

な
」な
ど
の
見
出
し
が
躍お

ど

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
前
回
よ
り
成
績
が
上
が
っ
た
と
は
い
え
、決
し

て
楽
観
は
で
き
な
い
。
上
海
や
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
の

ラ
イ
バ
ル
の
学
力
向
上
熱
は
高
い
。
世
界
に
目
を
向

け
、一
層
学
ぶ
努
力
が
必
要
だ
。〈
中
略
〉将
来
の
日

本
が
世
界
に
競
い
合
う
た
め
に
も
、若
い
世
代
は
ひ

た
す
ら
学
ぶ
し
か
な
い
。」「
授
業
の
質
を
高
め
る
教

育
現
場
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
。」「
Ｔ
大
学
教
授

は
、『
こ
の
ま
ま
で
は
ア
ジ
ア
の
中
で
の
地
盤
沈
下

は
避
け
ら
れ
な
い
。』と
危
機
感
を
隠
さ
な
い
。」「
Ｏ

大
学
教
授
は
、ア
ジ
ア
勢
で
日
本
が
下
位
だ
っ
た
こ

と
を『
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
』と
表
現
す
る
。
日
本
が
人
材

育
成
の
国
際
競
争
か
ら
脱
落
す
る
可
能
性
を
示
唆

し
さ

す
る
か
ら
だ
。」な
ど
、「
学
力
世
界
一
」に
返
り
咲
く

た
め
の
提
言
と
檄げ

き

に
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
す
。

今
回
も
ま
た「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
騒
動
」が
繰
り
返
さ
れ
て

し
ま
っ
た
、と
申
し
上
げ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、こ
の「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
騒
動
」に
対
し
て
、日
本

の
学
校
教
育
の「
今
」を
、日
々
の
誠
実
な
頑
張
り
に

よ
っ
て
維
持
し
て
い
る
圧
倒
的
大
多
数
の
教
師

は
、内
心
、少
な
か
ら
ぬ
困
惑
と
失
望
を
覚
え
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
�
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、次
の
よ

う
な
、メ
デ
ィ
ア
が
発
す
る
檄
の
最
大
の
対
象
で
あ

る
教
師
の
努
力
と
創
意
工
夫
だ
け
で
は
克
服
で
き

な
い
大
き
な
、根
深
い
問
題
が
、学
校
教
育
を
幾
重

に
も
取
り
巻
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

一
、学
力
も
体
力
も
、心
の
育
ち
も
、子
ど
も
に
起
こ

っ
て
い
る
問
題
は
、す
な
わ
ち
大
人
の
問
題
で
あ

る
、と
い
う
大
人
の
自
覚
が
乏
し
く
、大
人
社
会
が

築
い
て
し
ま
っ
た
劣
悪
な
子
ど
も
の
成
長
環
境

に
対
す
る
大
人
の
反
省
も
極
め
て
乏
し
い
こ
と

二
、昨
年
の
秋
に
行
わ
れ
た「
立
科
町
青
少
年
育
成

講
演
会
」の
講
師
、清
川
輝
基
氏
が
指
摘
さ
れ

た
、テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、携
帯
電
話
、パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
ぷ
り
漬つ

か
っ
て

い
る
日
本
の
子
ど
も
は「
絶
滅
危
惧
種
」で
あ

る
、と
い
う
児
童
・
生
徒
の
衝
撃
的
な
実
態
と
、学

力
と
の
相
関
が
ほ
と
ん
ど
問
題
視
さ
れ
て
い
な

い
こ
と

三
、日
本
の
学
校
教
育
は
、今
、知
育（
学
力
世
界

一
）よ
り
も
、徳
育（
豊
か
な
心
）と
体
育（
健
や
か

な
身
体
）が
最
優
先
す
べ
き
深
刻
な
教
育
課
題
で

あ
り
、教
師
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
の
多
く

が
、そ
の
対
応
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と

今
は
ひ
と
ま
ず
、メ
デ
ィ
ア
の
煽あ

お

り
立
て
る
よ
う

な
報
道
や
、つ
ま
ら
ぬ
面
子

め
ん
つ

に
こ
だ
わ
る
一
部
の
教

育
行
政
に
振
り
回
さ
れ
ず
、児
童
・
生
徒
の
実
態
に

応
じ
た
教
育
実
践
を
地
道
に
積
み
重
ね
る
べ
き

雌
伏

し
ふ
く

の
時
期
で
す
。

い
つ
の
日
に
か
、再
び「
学
力
世
界
一
」を
達
成
し

た
暁

あ
か
つ
きに

は
、知
育
偏
重
の
学
力
で
は
な
く
、情
緒
の

安
定
と
主
体
性
を
基
盤
と
し
た
確
か
な
学
力
で
あ

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
世
界
の
人
々
か
ら
信
頼
さ

れ
る
、礼
儀
や
勤
勉
、緻
密

ち
み
つ

、真
面
目
、親
切
、謙
虚

な
ど
、日
本
の「
直な

お

き
心
」に
裏
付
け
さ
れ
た
学
力
で

あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、今
は
そ
の
時
機
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決

し
て
焦あ

せ

る
こ
と
な
く
、「
学
力
世
界
一
」の
願
い
と
、

「
絶
滅
危
惧
種
」と
い
う
実
態
と
の
間
に
あ
る
深
刻

な
ギ
ャ
ッ
プ
を
謙
虚
に
、じ
っ
く
り
と
見
据
え
、知
・

徳
・
体
、調
和
の
と
れ
た
教
育
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
隠
忍
自
重

い
ん
に
ん
じ
ち
�
う

の
時
で
す
。
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こども未来館情報 2月・3月行事予定

ちびっこ広場

文化伝承教室
★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分〜
【囲   碁】

【将   棋】

【昔遊び】

学習教室･スポーツ教室
★対象及び場所 小学生　立科小学校
★時間　午後３時〜５時
★日程　2 月 9 日（水）･16 日（水）･23 日（水）

3 月 2 日（水）･ 9 日（水）･16 日（水）
★内容　学習アドバイザーの先生に、予習復習等を

教えていただくことができます。
学習が終わったら３時３０分より体育館で
スポーツ教室を行います。

アートチャレンジ教室（要予約）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間 小学生　午前 10 時〜
★日程及び内容 2 月 26 日（土）未定

レクリエーション教室

わくわく教室

クリスマス会

★対象及び時間　小学生　午後３時３０分〜
★日程及び内容

★日程　2 月 17 日（木）
3 月 3 日（木）・17 日（木）

★日程　2 月 10 日（木）・24 日（木）
3 月 10 日（木）･24 日（木）

★日程　2 月 25 日（金）
3 月 25 日（金）（午後2時〜）

2 月 8 日（火）ちびっこ広場
10 日（木）おはなし広場
16 日（水）ちびっこ広場
17 日（木）親子運動遊び
19 日（土）子育て講演会

（終了後、幼児食の試食会。
要予約。詳細は児童館へ）

21 日（月）たまごクラブ
23 日（水）みんなで遊ぼう

3 月 2 日（水）親子リズム
4 日（金）おはなし広場
7 日（月）たまごクラブ
9 日（水）ちびっこ広場

10 日（木）みんなで遊ぼう
16 日（水）ちびっこ広場
17 日（木）親子運動遊び

★対象及び時間 小学生　午前 10 時〜
★日程及び内容 2 月 5 日（土）お菓子の家づくり

3 月 24 日（木）木工遊び
25 日（金）未定

★対象及び時間　小学生　午後３時３０分〜
★日程及び内容

こども未来館／電話 56-0248 有線8888
学習教室

★対           象　就園前のお子さんと保護者
★時           間　午前１０時３０分〜
★日程及び内容

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、
ご承知ください。

皆さんのご来館をお待ちしています♪

【ちびっこ広場】

2 月 7 日（月）　風車を作って遊ぼう
14 日（月）　ひな人形を作ろう
21 日（月）　紙鉄砲を作って遊ぼう
28 日（月）　ひなまつり制作

3 月 7 日（月）　円筒飛行機を作って遊ぼう
14 日（月）　メダルを作ろう
28 日（月）　お手玉で遊ぼう（午後 2 時〜）

エコ教室
★対象及び時間 小学生　午後 1 時 30 分〜
★日程及び内容 3 月 22 日（火）ゴミの分別について

23 日（水）アクリルたわし作り

2 月 8 日（火） 雪で遊ぼう
22 日（火） バトミントンで遊ぼう

3 月 1 日（火） お手玉で遊ぼう
15 日（火） 春を探しに出かけよう

【放課後子ども教室】

児
童
館
事
業
の
様
子
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○
大
　
人
　
２
５
０
０
円

○
高
校
生
　
１
２
０
０
円

○
小
中
学
生
平
日
無
料
休
日
８
０
０
円

ご
利
用
の
方
は
必
ず
白
樺
高
原
総
合
観
光
セ

ン
タ
ー
事
務
所
窓
口
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。ま

た
、
立
科
町
在
住
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の
（
免
許
証
等
）
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

冬
山
は
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
２
月
も
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
!!

皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

白
樺
高
原
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー

電
話
55-

６
２
０
１

御
泉
水
太
鼓
保
存
会

（
事
務
局
　
教
育
委
員
会
）

便
り

白
樺
高
原

イ
ベ
ン
ト
情
報

町
民
優
待
１
日
券

好
評
発
売
中
!!

購
入
者
先
着
３
０
０
名
に
地
元
特
産
品
が
当
た

る
ダ
ー
ツ
大
会

【
２
月
26
日
（
土
）】

○
Ｋ-

Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

ヤ
ッ
ホ
ー
!!
Ｆ
Ｍ
公
開
生
中
継

し
ら
か
ば
２
in
１
ス
キ
ー
場
で
毎
年
恒
例
と

な
り
ま
し
た
Ｆ
Ｍ
放
送
の
公
開
中
継
が
行
わ
れ

ま
す
。

【
２
月
27
日
（
日
）】

○
お
楽
し
み
ダ
ー
ツ
大
会

し
ら
か
ば
２
in
１
ス
キ
ー
場
で
リ
フ
ト
１
日

券
購
入
者
先
着
３
０
０
名
に
地
元
特
産
品
が
当

た
る
ダ
ー
ツ
大
会

【
２
月
12
日
（
土
）】（
女
神
湖
セ
ン
タ
ー
）

○
白
樺
高
原
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

高
原
の
静
か
な
夜
に
素
敵
な
思
い
出
を

【
２
月
14
日
（
月
）】

○
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
サ
ー
ビ
ス

リ
フ
ト
１
日
券
購
入
者
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
２
月
20
日
（
日
）】

○
お
楽
し
み
ダ
ー
ツ
大
会

白
樺
高
原
国
際
ス
キ
ー
場
で
リ
フ
ト
１
日
券

御
泉
水
太
鼓
は
、
平
成
２
年
第
１
回
町
民
ま

つ
り
「
立
科
え
ん
で
こ
」
に
お
い
て
、
「
水
は

命
の
源
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
基
に
発
足
以
来
、

姉
妹
都
市
オ
レ
ゴ
ン
市
で
の
演
奏
な
ど
、
文
化

交
流
を
目
的
に
数
々
の
舞
台
に
出
演
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
友
好
都
市
神
奈
川
県
愛
川
町
の

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
、
小
学
生
で
構
成
さ
れ

る
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
も
演
奏
の
機
会
を
い
た

だ
き
、
毎
年
、
温
か
い
ご
支
援
を
頂
戴
し
て
お

り
ま
す
。

当
保
存
会
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
演
奏

を
目
標
に
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
中
心
と
し

た
世
代
間
の
交
流
と
文
化
の
継
承
を
実
践
し
な

が
ら
、
日
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る

賛
助
会
員
並
び
に
太
鼓
を
演
奏
す
る
打
ち
手
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
和
太
鼓
の
演
奏
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

演
奏
活
動
（
主
な
も
の
）

蓼
科
区
す
ず
ら
ん
祭
り

白
樺
高
原
ビ
ー
ナ
ス
マ
ラ
ソ
ン
in
女
神
湖

町
民
ま
つ
り
「
立
科
え
ん
で
こ
」

友
好
都
市
愛
川
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

な
ど

御
泉
水
太
鼓
保
存
会

の
賛
助
会
員
並
び
に

打
ち
手
募
集
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大きく育て
子ども王国

周りの人に温かく見守られ
直人は幸せです！明るく元気
で素直に、たくさんありがと
うが言える子になってね。

矢島
やじま

直人
なおと

ちゃん
（男）蓼科

平成 22年 1月生・2月生
（10、11ヶ月児健診時に撮影）

元気いっぱい、にこにこ笑顔
の愛華♡家族みんなの宝
物。思いやりの心を大切
に、優しい子に育ってね♡

山越
やまこし

愛華
あいか

ちゃん
（女）茂田井

我が家のアイドルです♡愛
祐ちゃん♡みんなあなたの
笑顔にメロメロです♡

鳥居
とりい

愛祐
あゆ

ちゃん
（女）赤沢

いつもかわいい笑顔をありが
とう。感謝の心を忘れず、み
んなから愛される心の優しい
女の子に育ってね。

山越
やまこし

愛永
まなえ

ちゃん
（女）町

我が家のやんちゃなお姫様
♡パパとママの宝物だよ♡
笑顔いっぱい！元気に育って
ね。

甘利
あまり

ここる ちゃん
（女）町

元気でカワイイ瑠は我が家の
宝物。み～んなが幸せにな
るよ！これからも健康で思い
やりのある子に育ってね♡

寺島
てらしま

瑠
るい

ちゃん
（男）茂田井

君は、とっても食いしん坊で
よく寝る子だね。それらを
力にし、父ちゃんのようなた
くましい男になるんだよ。

本間
ほんま

洸太朗
こうたろう

ちゃん
（男）町

マイペースでコツコツ努力す
る子だね。そのひたむきな
姿は、まるで母ちゃんのよう
ね。自分の世界を大切に！

本間
ほんま

彩葉
いろは

ちゃん
（女）町

いつもニコニコ笑顔で家の
中を明るくしてくれる芽里ち
ゃん。元気いっぱいで大き
くなってね。

阪井
さかい

芽里
めり

ちゃん
（女）細谷

第
５
回
立
科
町
未
来
創
造
塾

レ
ポ
ー
ト町

づ
く
り
推
進
係

報
告
者
長
坂
　
徳
三

受
講
日
平
成
22
年
11
月
12
日
（
金
）

テ
ー
マ
地
域
資
源
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
環
境
分
析
の
例
と
し
て
、

立
科
町
に
つ
い
て
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
行
っ
た
後
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

し
て
い
く
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
や
組
織
の
ア
フ
ァ

メ
ー
シ
ョ
ン
（
確
約
、
肯
定
的
な
断
言
）
作
り

に
つ
い
て
学
習
し
、
最
後
に
、
立
科
町
の
ア
フ

ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
り
を
行
っ
た
。

【
今
回
の
感
想
】

戦
略
の
作
成
に
は
、
ゴ
ー
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
共

有
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
の
明
確
な
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
組
織
で
は
ア

フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
、
常
に
ゴ
ー
ル
を
意

識
し
観
察
・
思
考
・
行
動
・
成
果
の
変
化
も
必

要
で
あ
る
こ
と
。
ゴ
ー
ル
に
近
づ
け
る
に
は
、

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
（
手
が
届
く
目
標
の
積
み

重
ね
）
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
な
ど
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
課
題
の
立
科
町

の
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
り
で
は
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
多
様
な
意
見
が
あ
り
、
意

見
を
ま
と
め
る
難
し
さ
を
感
じ
た
。



気温 降水量 降水量
（平成22年合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 2.1℃ 16.1℃／3 日 -8.0℃／30 日 52.0mm 1,281.5mm 171.5時間
最近10年間の平均 0.7℃ 18.4℃／04 年 -14.6℃／05 年 40.2mm 1,089.7mm 156.2時間

■立科町のデータ 12月

1月1日現在 （ ）内は前月比 2010年12月1日〜12月31日

人口 7,967（＋2） 出生 4

男 3,910（0） 死亡 8

女 4,057（＋2） 転入 19

世帯数 2,799（＋7） 転出 15

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は平成22年の合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 5 3 2 2 0 0 7 0 41

立科町 （1） （5） （8） （0） （1） （0） （0） （2）
3

（24）

■ 立科町の気象 （12 月 1日〜31日）

種別 12 月中火災件数 焼損面積 平成22年合計
建物火災 0 0㎡ 2
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 1
その他火災 0 0㎡ 0

合計 0 0㎡ 3

■ 火災

■ 救急
種別 12 月中救急出動件数 平成22年合計
急病 19 222

交通事故 2 30
一般負傷 7 74
その他 2 27
合計 30 353

日　時　2 月 23 日(水) 午前 10 時 30 分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0 歳児〜
テーマ　♪くつがなる♪

乳幼児のための
おはなし会

〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

中央公民館図書室／有線 4000

江
ごう

～姫たちの戦国～ 上・中・下
田渕　久美子（著）　NＨＫ出版（発）

新着
図書

滋賀県北部を北近江とか江北
ごうほく

といい、その
地を支配したのは戦国大名浅井氏で、亮政 ―
久政 ― 長政 と三代続いた。長政に嫁いでき
たのは、織田信長の妹のお市で、長政との間
に生まれたのが、茶々、初、江の三姉妹であ
る。母が信長の妹だったということで、三姉
妹は時の権力者と深く関わることになる。

「江」は、今年のＮＨＫ大河ドラマの原作
で、三女の江を主人公に、その波瀾の生涯を
鮮やかに華やかに描いた作品です。

昨年７月号より建物火災・合計件数に誤りがありました。訂正しお詫び申し上げます。
■建物火災　誤３⇒正２　合計　誤４⇒正３　【佐久広域連合川西消防署】

戦国武将ものしり事典
主婦と生活社（編）
大奥のすべて
学習研究社（発）
美女いくさ
諸田玲子（著）
中央公論新社（発）

関連書ということで、当図書室

にある図書も参考に戦国時代を

より楽しんでみてください。

15 ◆広報たてしな／23 年 2 月 
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国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ
ー
ル
の
実

施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
等
の
防
止
の
た
め
、「
自

動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
通
じ
て
、

皆
様
の
お
車
に
発
生
し
た
不
具
合
情
報
を
収
集

し
て
お
り
ま
す
。
お
車
に
不
具
合
が
発
生
し
た

際
に
は
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
・
日
中
）

０
１
２
０
（
７
４
４
）
９
６
０

○
自
動
音
声
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

０
３
（
３
５
８
０
）
４
４
３
４

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付

w
w
w
.m

lit.go.jp/R
J/

お
問
い
合
わ
せ
◆

国
土
交
通
省
　
長
野
運
輸
支
局

検
査
整
備
保
安
部
門

電
話
　
０
２
６
（
２
４
３
）
５
５
２
５

お
知
ら
せ

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
教
養
を

深
め
た
い
、
仕
事
に
活
か
し
た
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。

出
願
期
間
◆
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
◆

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
　
０
２
６
６
（
58
）
２
３
３
２

（
月
曜
日
・
祝
日
休
み
）

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

長
野
県
の
清
ら
か
な
水
環
境
や
豊
か
な
水
循

環
を
保
全
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
、
年

齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
広
く
親
し
ま
れ
る
明
る

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
生
活
排
水

対
策
に
関
す
る
啓
発
活
動
に
、
広
く
継
続
し
て

使
用
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
◆

長
野
県
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
可
能
で
す
。

応
募
締
切
◆

２
月
28
日
（
月
）
必
着

賞
及
び
副
賞
◆

す
べ
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
１
点
に
賞
状

及
び
副
賞
５
万
円
を
贈
呈
（
受
賞
者
が
中
学
生

以
下
の
場
合
は
、
副
賞
相
当
額
の
図
書
券
と
し

ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
◆

長
野
県
生
活
排
水
広
報
委
員
会
　
事
務
局

〒
３
８
０
‐
８
５
７
０

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
６
９
２
‐
２

（
長
野
県
環
境
部
生
活
排
水
課
内
）

電
話
　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
９
９

応
募
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w.pref.nagano.jp/

kankyo/seihai/kouhou/kouhou.htm

持
続
可
能
な
生
活
排
水
対
策
を

推
進
す
る
た
め
の

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
募
集

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構
で

は
、
看
護
師
又
は
助
産
師
を
目
指
し
て
い
る
方

に
修
学
資
金
を
貸
与
し
、
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

県
立
病
院
に
一
定
期
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
の
実
現
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
◆
３
月
４
日
（
金
）
ま
で

貸
与
額
◆
月
額
５
万
円
又
は
月
額
８
万
円

貸
与
期
間
◆
養
成
学
校
の
正
規
在
学
期
間
内

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
.pref-nagano-hosp.jp/

お
問
い
合
わ
せ
◆

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構

機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

電
話
　
０
１
２
０
（
１
７
３
）
３
１
４

看
護
学
生
修
学
資
金

貸
与
希
望
者
募
集
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募
集
科
（
普
通
課
程
）
◆

①
建
築
施
工
系
　
木
造
建
築
科

授
業
料
　
８
万
円

訓
練
期
間
　
３
年

授
業
日
数
　
週
１
日

②
木
材
加
工
系
　
木
工
科

授
業
料
　
６
万
５
千
円

訓
練
期
間
　
３
年

授
業
日
数
　
週
１
～
２
日

③
建
築
仕
上
げ
系
　
左
官
・
タ
イ
ル
科

授
業
料
　
９
万
円

訓
練
期
間
　
３
年

授
業
日
数
　
週
１
日

④
塗
装
系
　
建
築
塗
装
科

授
業
料
　
９
万
円

訓
練
期
間
　
２
年

授
業
日
数
　
週
１
日

⑤
設
備
施
工
系
　
配
管
科

授
業
料
　
12
万
４
千
円

訓
練
期
間
　
１
年

授
業
日
数
　
週
２
～
３
日

※
他
に
教
科
書
代
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
佐
久
職
業
訓
練
協
会
員
と
非
協
会
員
及

び
雇
用
保
険
加
入
者
と
建
設
労
災
加
入
者
、
未

加
入
者
に
よ
り
授
業
料
は
異
な
り
ま
す
。

募
集
定
員
◆
各
科
10
名

（
最
少
開
講
人
員
各
科
５
名
）

入
校
資
格
◆
前
記
募
集
科
の
職
種
に
従
事
し
て

お
り
雇
用
主
よ
り
派
遣
さ
れ
る
者
。
学
歴
に

つ
い
て
は
配
管
科
の
み
「
高
等
学
校
卒
業
以

上
」
で
す
。

募
集
締
切
◆
３
月
10
日
（
木
）
ま
で

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
も
募
集
し
ま
す
】

講
座
期
間
　
４
月
か
ら
６
月
ま
で

授
業
料
　
２
万
５
千
円

授
業
日
数
　
週
１
日

募
集
締
切
　
３
月
10
日
（
木
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
◆

長
野
県
認
定
　
佐
久
高
等
職
業
訓
練
校

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
２
２
７
６

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校

平
成
23
年
度
訓
練
生
募
集

川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合

臨
時
職
員
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学
校

「
４
月
生
普
通
科
」
及
び
専
攻
科
社
会
福
祉
コ

ー
ス「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
」

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

○
４
月
生
普
通
科
（
３
年
制
）

募
集
対
象
◆
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
又
は

平
成
23
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

高
等
学
校
中
退
者
　
他
　

願
書
受
付
期
間
◆

４
月
20
日
（
水
）
必
着

○
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

募
集
対
象
◆
高
等
学
校
卒
業
以
上
、
又
は
同

等
か
そ
れ
以
上
の
学
力
の
あ
る
方
。
平
成

22
年
度
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
。
た

だ
し
、「
教
養
生
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

願
書
受
付
期
間
◆

３
月
22
日
（
火
）
必
着

案
内
書
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
◆

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

電
話
　
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

０
１
２
０
（
06
）
８
８
８
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

平
成
23
年
度
生
徒
募
集

事
業
所
名
◆
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合

業
務
内
容
◆

ご
み
処
理
・
粗
大
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
・

汚
泥
処
理

雇
用
形
態
◆
臨
時
職
員

賃
金
形
態
◆
日
給
月
給
制（
日
額
７
０
０
０
円
）

賞
与
◆
あ
り

雇
用
期
間
◆
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

就
業
時
間
◆
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

必
要
な
免
許
資
格
◆

・
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
免
許
希
望

・
大
型
特
殊
運
転
免
許
­希
望

募
集
期
間
◆
２
月
10
日
（
木
）
か
ら

３
月
10
日
（
木
）
ま
で

そ
の
他
◆

志
望
動
機
に
つ
い
て
、
４
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
た
文
章
を
履
歴
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
次
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
◆

川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合

住
所
　
東
御
市
下
之
城
１
４
０
０
‐
２

電
話
　
０
２
６
８
（
67
）
２
１
１
０
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6 日（日）岩下医院 立科町 0267-56-3908
関医院 小諸市 0267-22-2205
佐々木医院 小諸市 0267-22-0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

11 日（金）東小諸クリニック 小諸市 0267-25-8104
川西赤十字病院 望　月 0267-53-3011
由井医院 小諸市 0267-22-0327

13 日（日）高橋医院 望　月 0267-53-2366
小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070

20 日（日）みまき温泉診療所 北御牧 0268-61-6002
岡田医院 望　月 0267-53-2123
武重医院 小諸市 0267-22-0171
臼田医院 小諸市 0267-22-0483

27 日（日）中島医院 北御牧 0268-67-2777
小諸病院 小諸市 0267-22-0250
桜井クリニック 小諸市 0267-26-1188

3月
6 日（日）国保浅科診療所 浅　科 0267-58-2100

高橋内科医院 小諸市 0267-23-8110
矢島医院 小諸市 0267-22-8148

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
6 日（日）ゆみ歯科医院 小諸市 0267-26-2580

11 日（金）山口歯科医院 小諸市 0267-22-0442

13 日（日）小池歯科医院 小諸市 0267-22-0130

20 日（日）岡田歯科医院 小諸市 0267-25-4182

27 日（日）土屋歯科医院 軽井沢町 0267-45-4512

3月
6 日（日）小林歯科医院 小諸市 0267-25-3708

◆歯科〈午前9時〜正午〉

■ハートフルケアたてしな 電話 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター 電話 55-6201
■中央公民館（事務室） 電話 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター 電話 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） 電話 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター 電話 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター 電話 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 電話 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター 電話 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　電話 56-2311　FAX 56-2310　有線2311

月町民カレンダー
２
月
の
納
期

行事予定 保　　健
2月13日（日） 第26回綱引き大会

16日（水） 所得税の確定申告・住民税の申告（3月15日まで）
17日～18日 保育園一日体験入園（千草・若草・三葉保育園）

18日（金） 無料法律相談（老人福祉センター）13:30～16:30

20日（日） 立科町学校合同コンサートVol.3
（上田市丸子文化会館）13:30～

21日（月） 子育て相談（心の相談）

23日（水） 4・5ヶ月児健診：Ｈ22.9月～10月生
10・11ヶ月児健診：Ｈ22.3月～4月生

25日～27日 総合的な学習の時間発表展
（ふるさと交流館「芦田宿」）10:00～17：00

28日（月） 子育て相談（言葉の相談）
3月1日（火） 町議会３月定例会（～11日）

春の全国火災予防運動（～7日）
2日（水） 赤ちゃん相談室（母乳相談）：Ｈ22.12月生
5日（土） 蓼科高等学校卒業式

6日（日）
第37回芸能グループ発表会（老人福祉センター）
12:15～16:00
春の全国火災予防運動広報パレード

介護保険料：普通徴収（第11期）
後期高齢者医療保険料（第8期）

休 日 緊　急 当 番 医

2
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NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

｢県政ランチミーティング｣に
茂田井区運営協議会が参加

昨年 12 月 21 日（火）、佐久合同庁舎で開催された
「県政ランチミーティング」に、立科町と佐久市の両茂
田井区で構成される「茂田井区運営協議会」が参加し、
阿部知事との懇談が行われました。

協議会からは 11 名の方が参加し、茂田井区の歴史や
県の「元気づくり支援金」を活用して行われている「茂
田井間の宿」の景観整備事業や歴史的街並みの維持・保
全などについての話がありました。

参加された皆さんは、昼食の「佐久鯉づくし弁当」を
食べながら、阿部知事と、笑顔で楽しみながらの懇談と
なりました。

第８回立科町長杯争奪
ソフトバレーボール大会

昨年１１月１４日（日） 、権現山体育センターにおい
て、第８回町長杯争奪ソフトバレーボール大会が開催さ
れました。６チームの参加があり、優勝を目指して熱戦
が繰り広げられました。

優　勝　ピッコロ　
準優勝　ＣＬＯＵＤ9-ＲＥＤ 
第３位　ＣＬＯＵＤ9-ＢＬＵＥ

清水美晴さん（細谷）
全国高校生英語ディベート大会出場

昨年 11 月 29 日（月）、10 月に開催された県大会
で２位となり、全国高校生英語ディベート大会に出場を
決めた、上田高等学校３年生、英語班班長の清水美晴さ
ん（細谷）が、町長を表敬訪問しました。

12 月 18 日～19 日に開催された全国大会には、64
校が出場し、「日本は移民政策を大幅に緩和すべきか」
をテーマに、立論、アタック、ディフェンス、総括のそ
れぞれのパートで、試合が行われました。

試合は、実力が伯仲する中、健闘しましたが惜しくも
入賞は逃しました。今後ますますのご活躍に期待しま
す。

ピッコロチーム

小宮山町長と握手する清水美晴さん
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NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

消防出初式

１月11日（火）、権現山運動公園屋内運動場にお
いて、立科町消防出初式が挙行されました。

式では、無火災章や長年消防業務に従事した団員へ
の表彰が行われ、その後消防団員・川西消防署員総勢
246名による分列行進が行われました。

本年も、住民の生命・身体・財産を守ることを使命
として活動します。

新春賀詞交歓会

１月５日（水）、老人福祉センターに
おいて、新春賀詞交歓会が開催されまし
た。

昨年活躍された方々を紹介する「時の
人」では、全国高等学校総合体育大会
（インターハイ）スキー大会のジャイア
ントスラロームの部に出場した加藤功二
さん（大城）、立科町ポンプ操法大会小
型ポンプの部で10連覇を果たした茂田
井分団長の箕輪篤志さん、全国高校生英
語ディベート大会に出場した清水美晴さ
ん（細谷）が紹介され、その功績が称え
られました。

また、昨年第１回目の開催となった立
科の味「料理コンテスト」の最優秀賞受
賞作品の試食もあり、和やかな雰囲気の
もと、式典が執り行われました。

第 56 回 愛川町一周駅伝競走大会

恒例となっている愛川町一周駅伝競走大会（７区
28.153㎞）が１月９日（日）に開催され、立科町の
駅伝チームは１時間 42 分 12 秒で総合３位、２部
（事業所チーム部門）で優勝し、昨年より参加チーム
が７チーム増えた中、４年連続２部優勝という輝かし
い成績を収めました。
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